
9月14日(金)ボルファートとやまにおいて、電機連合富山地協第48回定期大会を開催しました。来賓として電機連合

本部から神保 政史書記長、連合富山から辻 政光会長、全労済富山推進本部から蔵城 理事務局長、北陸労働金庫富山

県本部から瀬川 亨本部長、国民民主党富山県連から幹事長の橋本 雅雄富山市議会議員、電機連合富山地協歴代役員

懇談会から藤畑総司会長をお迎えし、激励やお祝いの言葉を頂戴しました。

続いて「経過報告」「2018・19年度の運動方針」「2018年度予算」が執行部から提案され、満場一致で可決承認さ

れました。又、本大会は、役員改選年であり第3号議案で新執行部も確認されました。第5号議案では、長年地協活動

にご尽力いただき今回退任となる山本常任幹事の功労表彰と常任幹事10年となる台本常任幹事の勤続表彰も確認され

ました。

（報告・議案事項は以下の通り）

【経過報告】2017年度一般経過報告

2017年度会計報告および会計監査報告

【議事】 第1号議案 2018・2019年度運動方針に関する件

第2号議案 2018年度予算に関する件

第3号議案 2018年・2019年度役員選出に関する件

第4号議案 外部役員派遣に関する件

第5号議案 役員の表彰に関する件

最後に大森議長の発声のもと「ガンバロー」を三唱し、閉会しました。
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第66号

【ご来賓の皆様】

【議長団の皆様】

【電機連合 神保書記長】

【国民民主党富山県連
橋本富山市議会議員】

【連合富山 辻会長】 【全労済富山推進本部 蔵城事務局長】

【北陸労働金庫富山県本部
瀬川本部長】

【富山地協歴代役員懇談会
藤畑会長】

【組織内討議資料】

【連合富山 浜守事務局長】

【退任された役員】

【前常任幹事 山本 武】
（コーセル労働組合）

【勤続10年表彰役員】

【常任幹事 台本 和義】
（SMK労働組合富山支部）



富山地協、第48回定期大会にお集まりの代議員の皆様、大変お疲れ様です。また、本日

は大変お忙しい中本大会の激励のため、多くのご来賓の方々においでいただいております。

日頃より、電機連合富山地協に対しますご指導とご厚誼に、組織を代表して心から感謝申

し上げます。

さて､一昨年の第46回定期大会におきまして、新しく議長に就任し新たな執行部体制で

スタートし、早くも２年が経過しました。これまでの間「富山地協が取り組んできた組織

の結束を大切にしてきた運動」を基本に「加盟組織の皆さんと執行部がしっかり呼吸をあ

わせながら、信頼され頼りにされる産別運動を念頭におきながら、この一年間、様々な活

動に取り組んでまいりました。この一年間の活動の詳細、そして向こう２年間の具体的な

取り組みについては、後ほどの議事の中で皆さんにお伝えしていくこととして､私からは地

協に関わる主に４点ほどの課題提起とお願いをさせていただき、ご挨拶とさせていただき

ます。

議長 大森 仁（PTSU魚津支部）

まず、１点目は2018年闘争の振り返りと闘争に対する想いについてです。結果は、富山地協内13組織中12組織で1,500円以上で妥結、

集約することができました。昨年度と比較すると金額、率ともに昨年実績を大きく上回ることができ、富山地協としても５年連続の月例

賃金の引き上げを図ることができました。その中でも、地協直加盟の地場の組織が今回、大手を上回る3,000円の回答を引き出したこと

もあり、富山地協内においても「底上げ、格差是正」の取り組みを前進させることができたものと考えております。

【議 長】 大森 仁（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ･ﾀﾜｰｼﾞｬｽﾞ ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰ労働組合魚津支部）

【副議長】 柳瀬 良則（北陸電気工業労働組合）

山本 宏之（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ･ﾀﾜｰｼﾞｬｽﾞ ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰ労働組合砺波支部）

後藤 肇（ｺｰｾﾙ労働組合）

浦島 成友（北陸電機製造労働組合）

【事務局長】 森川 幸夫（北陸電気工業労働組合）

【常任幹事】 芝山 修（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ･ﾀﾜｰｼﾞｬｽﾞ ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰ労働組合魚津支部）

原 大介（日立国際電気ｸﾞﾙｰﾌﾟ労働組合KOKUSAI ELECTRIC支部）

谷川 明（北陸電気工業労働組合）

川瀬 浩（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ･ﾀﾜｰｼﾞｬｽﾞ ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰ労働組合砺波支部）

島田 聖也（ｺｰｾﾙ労働組合）・・・・・・・・・・・・・・・・新任

福島 翔太（北陸電機製造労働組合）

中田 一貴（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾃﾞﾊﾞｲｽ労働組合富山支部）

台本 和義（SMK労働組合富山支部）

浅生 厚（富士電機ﾊﾟﾜｰｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀ労働組合北陸支部）

永栄 大智（日立国際電気ｸﾞﾙｰﾌﾟ労働組合国際電気ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰｻｰﾋﾞｽ支部）

福島 守（ﾄｰｷﾝ労働組合富山支部）

遠藤 学（富士電機労働組合本社支部北陸分会）

木戸 章吉（AWS労働組合）

【会計監査】 谷内 正導（日立国際電気ｸﾞﾙｰﾌﾟ労働組合KOKUSAI ELECTRIC支部）

金澤 有博（富士電機ﾊﾟﾜｰｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀ労働組合北陸支部）

【特別常任幹事】浜守 秀樹 連合富山事務局長派遣

（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ･ﾀﾜｰｼﾞｬｽﾞ ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰ労働組合魚津支部）

２点目は、富山地協内の男女平等政策委員会の課題です。昨年度から、男女平等社会への参画の取り組みの一環として、男女平等政策

の実現に向けこの活動を活性化させるために、富山地協内にも男女平等政策委員会を立ち上げ、１年目の取り組みとして電機連合福岡地

協との意見交換会を実施させていただき、青年・女性委員会のメンバーが色々と勉強の方をさせていただきました。

今年は、２年目の取り組みとして、男女平等政策の実現に向けアウトプットを引き出す取り組みを展開していきたいと考えております。

それぞれの会社、職場で女性社員がいかに活躍していただくための制度構築や施策を検討できればと考えております。

3点目は、来年7月に施行されます第25回参議院議員選挙「石上としお」必勝の取り組みであります。電機連合としては、すでに「石

上としお」現参議院議員を組織内公認候補として推薦決定し、全国の電機連合に集う仲間の皆さんとともに、全力で支援することとして

おります。現在の政権は、安倍一強体制の中、野党がしっかりしていないこともあり、国民の政治離れは加速しておりますが、私たちの

生活の質や利便性の向上には、政治の力を欠くことができず、私たちの暮らしに影響を与える、ほとんどの物事が政治の関わりで、決

まってしまうと言っても過言ではありません。私たちの「声」や「想い」を国会に届けるために、そして電機産業の未来を切り拓くため

にも「石上としお」再選に向けた取り組みを富山地協としても強化していきますので是非、富山地協に集う皆さん方の絶大なるご支援を

最後まで宜しくお願いしたいと思います。

４点目は、２年前のこの定期大会の場で富山地協の特別常任幹事として浜守さんを連合富山の副事務局長として派遣し、昨年の連合富

山の定期大会では事務局長に就任されました。これまでの間、浜守事務局長は多くの方々の支えにより、連合運動推進の要の役職として

活躍されてきました。引き続き、連合傘下の組合員から信頼され頼りにされる連合運動を目指すためにも、電機連合の代表として連合運

動の前進に向けて、これからも力を発揮していただきたいと思いますので、本日お集まりの皆さんでしっかりと支えていきたいと考えて

おります。

結びになりますが、富山地協は、県下における主要産別組織の「責任と役割」を認識し、さらなる組織拡大に加え、構成組織の力と知

恵を結集するとともに、何より職場組合員の「期待と信頼」に応えるべく運動を展開してまいりたいと思います。

【2018・19年度新役員】



8月25日（土）に富山地協の初の試みで、入社1年～3年程度の組合員を対

象とした「フレッシャーズセミナー」を開催し、36名のご参加を頂きました。

全労済富山推進本部、(株)マックス、FPユニオンLaboの宮越代表のご協力

のもと、まずは若年層保障の基本となる「自動車」と「医療」の保障につい

て「全労済マイカー共済」と「けんこう共済」の魅力を学習しました。また、

老後の備えや多目的な貯蓄として使え、どんな金融商品より優位である「ね

んきん共済」を再認識した後、今回のフレッシャーズの主旨「～若いからこ

そ時間を味方につけろ～」と題し、若いうちから無理なく行動し60歳資産

ピーク額を高めること、「ねんきん共済」での節税効果、「けんこう共済」

の優位性、なにより即行動の大事さ（機会を失って発生する損失を防ぐ）と

いう商品説明だけでは読み取ることが難しい側面を、宮越代表から分かり易

く、楽しく講義頂きました。お金の増減シミュレーションを認識して賢くま

た早期に行動に移せるかがポイントです。見直すのに遅すぎることはありま

せん。皆さん、今すぐ行動をおこし、より良い商品選択で自分の将来に安心

とゆとりを増やしましょう！

8月19日（日）に電機連合政治顧問「国政報告会」を開催しました。

当日は、来夏予定されている第25回参議院議員選挙に二度目の挑戦となる、電機連合顧問であり、組織内公認候補

の石上としお参議院議員と同じく顧問の矢田わか子参議院議員にお越し頂き、直近の国政報告を頂きました。石上と

しお議員からは、加計・森友問題、ＩＲ法案、働き方改革法案などでの安倍政権の横暴ぶりや、国民民主党と自らの

政策の話がありました。矢田議員からは、法律の決まっていく過程や、その法律案に対する野党としての対応につい

てマスコミでは取り上げられない実態の話が説明され、あらためて働くものの代表としての代弁者の必要性が良く理

解できましたし、その観点からも石上としお議員の議席の重要性を強く感じました。私たち電機連合富山地協として

も、石上としお議員を全力で支援して行きます。現職であり各労組への訪問が難しい石上としお議員になり代わって、

組合員さんに支援のお願いに伺いますので、みなさんのご理解とご支援よろしくお願いします。

副議長 山本 宏之（PTSU砺波支部）

副議長 浦島 成友（北陸電機製造労組）

【FPﾕﾆｵﾝLab 宮越代表取締役】

9月7日（金）～8日（土）に2018年度富山地協「書記研修会」を開催しました。
2年に1回開催しているこの研修会は、今回「防災学習」として岩手県陸前高田市の一般社

団法人「マルゴト陸前高田」の復興最前線ツアーに参加してきました。
震災から7年以上が経過した陸前高田は、大規模な嵩上げ工事が現在も行われ、ゼロから

のまちづくりが行われていました。今回ツアーガイドをして頂いた永田さんから「震災の教
訓の伝承」と「震災を乗り越え明日に向かう姿を知っていただきたい」という思いでこのツ
アーは生まれたことを説明されたあと、「奇跡の一本松」「旧気仙中学校」「高台の住宅造
成地」＆「高台造成地からの巨大防潮堤」「アバッセたかた（ショッピングモール）」の見
学を行いました。2時間30分のツアーでしたが、陸前高田の「過去」「現在」と「未来」、
さらには「陸前高田の復興への熱い思い」が、ツアーガイドの永田さんから伝わってきまし
た。私たちは、改めて一人ひとりの防災意識を高め、自分の町に災害が起きた場合、家族と
の連絡方法や災害に対する備えが必要だということを改めて認識させられました。

富山地協 事務局



編集後記

日立国際電気グループ労働組合
国際電気ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰｻｰﾋﾞｽ支部

結成50周年まであと2年となりました。第48
回定期大会で結成50周年記念事業プロジェクト
の立ち上げを確認頂きましたので、この1年を
かけ事業（案）を検討します。乞うご期待を！

（森川）

日立国際電気グループ労働組合国際電気セミコンダクターサービ

ス支部(略称：KSS支部)は、2014年9月に電機連合富山地協に加盟

しました。本社は富山市八尾にあり、県内には上市事業所、県外に

は埼玉、東京、三重、広島、福岡に拠点があります。総組合員数

92名と少なく、各拠点が離れているため活発に活動出来ない部分

もありますが、第65号で紹介されたKE支部と連携し組合員の為に

日々懸命に活動しております。

KSS支部の主な活動としては、KE支部の青年委員と一緒に各種

イベントを開催し、職場や支部間の交流ができるようにしておりま

す。また、今年も労使が一体となって納涼祭を開催し盛大に盛り上

がりました。組合からも恒例のお子様向け「当てクジ」ブースを展

開し大盛況でした。

今後も、KE支部と連携し組合員の為に活動をしていきますので、

よろしくお願い致します。

次回は、SMK労働組合富山支部の紹介です。

第43回

私のお気に入りは「ゴルフ」です。

ゴルフのどこが良いか？と聞かれれば『自分のできる事

を全部完璧にやれたとしても、いつも違う結果がでるス

ポーツだから』と答えています。自分が下手なことの言い

訳だろ、とも言われますが、プレーする上では、自分の立

ち位置からの攻略法を考え、直ぐに実行しないといけない

ので、頭と体を使うとても良いスポーツだと思います。

ただ止まっているボールを打ったり転がしたりして穴に

入れる、たったそれだけの単純なことなのに、『ほとんど

（まったく）思い通りにならない』感じが面白く、長く続

けていても飽きません。

猛暑も過ぎ去り、涼しく晴れた日のラウンドはリフレッ

シュするのに最高です。興味のある方は始めてみてはいか

がでしょう。

次回のリレーコラムは、コーセル労働組合の後藤委員長

にお願いします。

北陸電気工業労働組合 谷川 明
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